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研究要旨 本研究は、支援機器イノベーション創出のための情報基盤構築に関する研究の一環

として、支援機器開発事例データベースの構築を目的とする。支援機器開発事例データベース

に収録する開発事例の調査として、厚生労働省が平成 22年度から実施する障害者自立支援機

器等開発促進事業にて実施された開発事例のうち、平成 22年度から平成 26年度の成果報告を

行った企業・団体を対象としてアンケート調査を実施した。成果報告に登録のあった 72件か

ら重複を除いた 69件にアンケートを送付し 46件から回答を得た。これらを解析した結果、開

発プロジェクトの人員構成、進捗の度合い、成果や開発の問題点等、支援機器開発の内部状況

が明らかになった。また、収集したプロジェクトで発生した問題点、その解決法、開発促進事

業に対する要望には匿名化を施し、支援機器開発事例データベースとして収録した。 

 
A．目的 

本研究は、支援機器イノベーション創出のための

情報基盤構築に関する研究の一環として、支援機器

開発事例データベースの構築を目的とする。 

 

B．方法 

厚生労働省が平成22年度から実施する障害者自立

支援機器等開発促進事業にて実施された開発事例の

うち、平成 22年度から平成 26年度の成果報告を行

った企業・団体を対象としてアンケート調査を実施

した。 

 調査対象 

成果報告を公開していた 72企業・団体のうち重複

を除いた 69企業・団体を対象とした。 

 調査期間 

一回目：平成 27年 1月 22日から 2月 13日までの

3週間（対象者：平成 22年度-平成 23年度） 

二回目：平成 27年 12月 3日から 12月 25日まで

の 3週間（対象者：平成 24年度-平成 25年度） 

三回目：平成 28年 11月 24日から 12月 15日まで

の 3週間（対象者：平成 26年度） 

とした。 

 調査内容 

支援機器等開発促進事業における開発プロジェク

トの人員構成、研究資金の使用用途、プロジェクト

の進捗結果、プロジェクト推進中の課題、プロジェ

クトを円滑に推進するための補助の要望を調査する

ことを目的とした。 

 調査手法 

上記の調査内容に対して自由記述を含む全17問か

らなるアンケート（付録参照）を研究代表者もしく

は問い合わせ先に郵送し、記入後、同封した返信用

封筒にて返信して貰う手段をとった。  



 

Ｃ．結果 

69 件の送付先から 46 件から返信を得た。問 1は

回答者個人の情報、問 17は回答者への連絡の可否を

問うものであるため、本研究では言及しない。 

 

C-1 選択肢式の問に対する集計データ 

選択肢式の問（問 2～12）に関する回答結果を以下

に示す。 

問 2：回答者の会社における役割はどれですか。

（○はひとつ） 

 

図 1 回答者の会社における役割 

 

問 3：回答者のプロジェクトにおける役割はどれで

すか。（複数回答可） 

 

図 2 回答者のプロジェクトにおける役割 

 

 

 

問 4：プロジェクトは何人位で行いましたか。 

 

図 3 プロジェクトの人数 

問 5：プロジェクトチームの平均年齢を教えてくだ

さい。

 

図 4 プロジェクトチームの平均年齢 

 

図 5 プロジェクトチームの人数と平均年齢 



 

問 6：プロジェクトは何年計画でしたか。 

 

図 6 プロジェクトは何年計画か 

 

問 7：補助費用の主な支出用途はどれでしたか。（複

数回答可） 

 

図 7 補助費用の支出用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8：応募段階での開発度はどれくらいでしたか。

（○はひとつ）：図 8青 

問 9：成果報告段階での開発度はどれくらいでした

か。（○はひとつ）：図 8緑 

問 10：プロジェクトは現在どうなりましたか。（○

はひとつ）：図 8黄 

 

図 8 開発度の進捗状況 

 

問 11：プロジェクト遂行の達成度はどれくらいです

か。当初の予定と比較して記入ください。 

 

図 9 プロジェクトの達成度 



 

問 12：プロジェクトの達成の決め手となった出来事

はどの段階にありましたか。（○はひとつ） 

 

図 10 プロジェクト達成の決め手の発生時期 

 

C-2 自由記述式の問に対する集計データ 

自由記述式の問（問 13～16）に関する回答傾向を以

下に示す。 

 

問 13： プロジェクトの中で発生した困難と解決方

法について、できるだけ具体的に記述してください。 

開発技術に関するものが 31件、倫理審査や臨床評

価に関するものが 8件、補助金の執行に関するもの

が 2件、災害などによる計画変更が 1件、無回答 4

件あった。 

 

問 14： プロジェクトの中における成功点とその要

因となった事例について、できるだけ具体的に記述

してください。 

 開発技術に関するものが 24件、指導者や被験者な

どキーパーソンに関するものが 18件、その他 1件、

無回答 3件であった。 

 

問 15： プロジェクトの中における失敗点とその改

善点について、できるだけ具体的に記述してくださ

い。 

 開発技術に関するものが 17件、ターゲットユーザ

の設定に関するものが 8件、無回答 6件、プロジェ

クトの進め方に関するものが 6件、倫理審査に関す

るもの 2件、補助金の額に関するものが 1件であっ

た。 

 

問 16： プロジェクトのどういった所に、どのよう

な補助があればより良く遂行できたか、具体的に記

述してください。 

 補助金の額や使途に関するものが 22件、モニター

や技術アドバイスなど人的補助に関するものが 15

件、開発期間に関するものが 1件、倫理審査に関す

るものが 2件、無回答 5件であった。 

 

D．考察 

 問 2、問 3の結果（図 1、図 2）より、回答者すな

わち研究代表者は、企業・団体およびプロジェクト

においても中核を成す人物であることがわかる。問

4の結果（図 3）より、プロジェクトチームの規模は

数人のチームがほとんどであり、一部に 10人を超え

る大規模なチームがあることがわかる。しかし、プ

ロジェクトマネージャがマネージメント以外の仕事

を請け負っていることも多く、問 15の結果からも、

人員が潤沢であるとはいえない状況である。 

問 5の結果（図 4）より、プロジェクトチームの

平均年齢は、上場企業の従業員平均年齢（2014 年、

東京商工リサーチ調べ）の 40歳に近く、また、民間

企業の研究者の推定平均（平成 14年度、文部科学省）

の 39.6歳と同程度であり、これらからのかい離はみ

られない。プロジェクトチームの人数と平均年齢の

関係（図 5）を見ると、ある程度規模の大きな開発

程若い人で構成されていることがわかる。大きなプ

ロジェクトチームを構成できるということは、若い

人的リソースを保有していることと関係がありそう

である。 

 問 6の結果から、開発プロジェクトは複数年を予

定していることが多く、特に 2年、3年としていた

ところが最も多い。これは支援事業に採択される程

度に開発が進んだものであっても製品化には長期の

研究開発が必要であることを示唆している。 

 問 7の結果より、補助費用のほとんどは試作開発

費に充てており、その他の割合は比較的少ない。こ

れは、試作開発費が大きいこともあるが、人件費な



 

どに対する使用用途が限定されていることにも起因

することが、問 16の回答からわかる。 

 問 8、9、10 の結果（図 8）より、応募当初より開

発度は進み、開発終了後には半数が成果物の販売に

至っており、また、販売準備中および実証試験中な

ものを入れると 6割が量産機完成に至っている。そ

の一方で、販売に至らなかったものは、量産機開発

の段階以前でとどまっていることがわかる。これら

に加え、問 11の結果からみると、現在販売中のもの

は達成度が 90%以上と高いが、その一方で販売中で

あるが達成度が 50%と低いものもある。これは、開

発に妥協点があったことを示唆している。 

 問 12の結果より、プロジェクト達成の鍵は試作開

発時にあり、問 13の結果と照らし合わせると、技術

課題が表出し、その解決が困難であったことがわか

る。 

 問 14、15、16 および問 11の結果より、プロジェ

クトにおける問題点を解決できたものに関しては、

達成度が 80%以上と高く、解決できなかったものは

低かった。また、解決できなかったものに関しては、

技術的要因ではなく、モニター確保や倫理審査、金

銭的問題など外的な要因によるものであることが分

かった。 

 これらの結果をまとめると、採用された企業・団

体が感じる問題としては、技術開発に関するものが

大部分を占めているが、解決可能であり、自己達成

度も高い。一方で、外的要因による問題は解決が困

難であり、自己達成度を低くすることがわかった。 

 

E．結論  

 本アンケート調査は、69 件という限られた対象で

はあったが、46件と約67%の回収率であった。また、

自由記述に対する回答も具体的かつ詳細であった。

ここから、この調査方法は、開発者の意見を収集す

るための手段として一定の効果があることが分かっ

た。また、アンケート項目を複数組み合わせること

で、プロジェクトの実施状況と抱えている問題点な

どが明らかにできた。また、ここで得られた自由記

述回答は、企業情報などが類推できないように一般

性を失わない程度に文章を成形し、支援機器開発事

例データベースに収録した。今後の支援機器開発に

活用されることを期待し、プロジェクト Web に公開

した。
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福祉機器開発に関するアンケート 

支援機器開発促進事業に応募、採択され、成果報告をされた方にお伺いします。 

採択された支援機器開発プロジェクト（以下、プロジェクト）について以下のアンケートにお答えください。 

平成--年度プロジェクト名：------------------------ 

※プロジェクト概要を同封しております。 

◆一般的な事柄についておたずねいたします。 

問 1．ご連絡先（e-mail・電話番号・ご担当者名をご記入ください） 

1.e-mail  

2.電話番号      －     － 

3.ご担当者名  

 

問 2．回答者の会社における役割はどれですか。（○はひとつ） 

1．役員級 2．部長級 3．課長級 

4．係長・主任級 5．一般職員 6．その他（            ） 

 

問 3．回答者のプロジェクトにおける役割はどれですか。（複数回答可） 

1．プロジェクトマネージメント 2．ハードウエア開発 3．ソフトウエア開発 

4．実験実施 5．実験データ解析 6．その他（         ） 

 

◆プロジェクトについておたずねいたします。 

問 4．プロジェクトは何人位で行いましたか。 

（     ） 人 

 

問 5．プロジェクトチームの平均年齢を教えてください。 

平均（     ）才 

 

問 6．プロジェクトは何年計画でしたか。 

（     ） 年 

 

問 7．補助費用の主な支出用途はどれでしたか。（複数回答可） 

1．人件費 2．備品費 3．要素技術開発費 4．試作製作費 

5．デザイン費 6．モニター評価費 7．安全評価費 8．広報費 

9．旅費 10．会議費 11.その他（                ） 

 

問 8．応募段階での開発度はどれくらいでしたか。（○はひとつ） 

1．理論・実証回路開発中 2．理論・実証回路完成 3．試作機開発中 4．試作機完成 

5．量産機開発中 6．量産機完成 7．販売準備中 8．販売中 

9．販売終了 10．その他（                     ） 

 

問 9．成果報告段階での開発度はどれくらいでしたか。（○はひとつ） 

1．理論・実証回路開発中 2．理論・実証回路完成 3．試作機開発中 4．試作機完成 

5．量産機開発中 6．量産機完成 7．販売準備中 8．販売中 

9．販売終了 10．その他（                     ） 

付録 
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問 10．プロジェクトは現在どうなりましたか。（○はひとつ） 

1．理論・実証回路開発中 2．理論・実証回路完成 3．試作機開発中 4．試作機完成 

5．量産機開発中 6．量産機完成 7．販売準備中 8．販売中 

9．販売終了 10．その他（                     ） 

 

問 11．プロジェクト遂行の達成度はどれくらいですか．当初の予定と比較して記入ください。 

（     ） ％ 

 

問 12．プロジェクトの達成の決め手となった出来事はどの段階にありましたか。（○はひとつ） 

1．計画立案時 2．理論・実証回路作製時 3．試験開発時 4．試作開発時 

5．量産開発時 6．販売時 7．その他（              ） 

 

問 13．プロジェクトの中で発生した困難と解決方法について、できるだけ具体的に記述してください。

（・・・に問題発生したことにより、・・・の再設計を余儀なくされ、想定より・・・カ月遅れたが、・・・

により解決した。など） 

 

 

問 14．プロジェクトの中における成功点とその要因となった事例について、できるだけ具体的に記述し

てください。（技術課題を・・・で解決することにより・・・が解決した。など） 

 

 

問 15．プロジェクトの中における失敗点とその改善点について、できるだけ具体的に記述してください。

（当初の予定では、・・・することになっていたが、・・・したほうがよかった。など） 

 

 

問 16．プロジェクトのどういった所に、どのような補助があればより良く遂行できたか、具体的に記述

してください。（金銭的な補助や人的補助、人材リクルーティングや開発アドバイスなど） 

 

 

問 17．今後、このアンケート調査結果についてご担当者様とご連絡することを許可いただけますか。 

（○はひとつ） 

1．はい 2．いいえ  

～お忙しい中、ご協力いただきましてありがとうございました～
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